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※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。
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問 	 児童の登下校時における通学路の安全対策は。
答  田原市通学路交通安全推進協議会において、毎年、

市内全ての通学路の危険箇所や安全性について点
検・協議し、交通安全施設や防犯施設の設置、改
修等の対応をしている。また、集団下校の実施や
交通指導員などの付き添い、青パトの定期的な巡
回など、登下校時の安全確保に取り組んでいる。

問 	 安全対策が不足する通学路の今後の取り組みは。
答  田原市通学路交通安全推進協議会において、多角

的な視点で安全対策の検討を行い、通学路の変更
を含めた優先順位により対策を検討していく。

問 	 急激な気象変化に伴う学校の対応は。
答  ＷＢＧＴという気温、湿度、輻射熱を考慮した熱

中症を予防するための暑さ指数を活用し、活動の
可否を判断するとともに、小まめな水分補給を指
導している。

問 	 冷たい水を安心して補給できるウォータークー
ラーを設置し、熱中症予防のための環境を整備す
る考えは。

答  現時点では設置する計画はないが、他の熱中症対
策を実施する中で、必要に応じて検討したい。

問 	 学校の防犯対策は。
答  学校敷地内への出入り口を限定、防犯カメラや各

教室と職員室を直接つなげるインターホンの設
置、教室間で連絡を取り合うトランシーバーを常
備して、非常時でも情報共有ができる体制を整え
ている。また、田原警察署等の指導のもと、教職
員の不審者対応訓練を毎年実施し、防犯意識の向
上に努めている。
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